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	応用
	抗原情報
	背景
	pre-mRNAのプロセシングとmRNAの核から細胞質への輸送を促進する。hnRNP Kは、ポリ(C)DNAおよびRNA配列に結合するKHドメインと呼ばれる3つの独自の構造モチーフを含む。この複雑な構造により、hnRNP KはmRNAの生合成、転写調節、およびシグナル伝達を促進する。研究により、細胞質におけるhnRNP Kの発現は口腔扁平上皮癌および膵癌で増加しており、潜在的な予後因子となる可能性があることが示唆されている。
	研究分野
	エピジェネティクスと核シグナル伝達
	画像データ
	

	hnRNP K抗体を使用した3T3、PC-12溶解物中のhnRNP Kのウエスタンブロット分析。
	

	hnRNP K抗体を使用したK562、PC-3、Hela溶解物中のhnRNP Kのウエスタンブロット分析。
	

	hnRNP K抗体を用いたパラフィン包埋ヒト肺癌の免疫組織化学分析。抗原賦活化には、高圧高温クエン酸ナトリウム（pH 6.0）を使用した。

